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期　　日  ： ２０１２年 ７月 ７日（土）～ ８日（日）
対　　象  ： 臨床心理士・看護師・保健師・心理職・相談員等の方で、医療・相談・福祉・教育に関わる
専門家、学生、および関心のある方
定　　員  ： ７０名 （定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）
受講料 ： １４,０００円 （税込み）※昼食は各自でお取り願います
会　　場　： 明治安田こころの健康財団　講義室　
 東京都豊島区高田３－１９－１０ 　　TEL ０３-３９８６-７０２１
＜ＪＲ山手線、西武新宿線、東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車徒歩約7分＞
講 　師　： 団　　士郎  　仕事場D・A・N主宰、立命館大学大学院教授
野末　武義   明治学院大学心理学科准教授、統合的心理療法研究所(IPI)研究員
平木　典子  　【企画講師】ＩＰＩ統合的心理療法研究所所長　               

<プログラム>　
	
	時　間
	テ ー マ
	講　師（敬称略）

	７月
７日(土)
	10:00～10:10
	オリエンテーション
	団　士郎・野末　武義・平木　典子

	
	10:10～11:00
	家族療法の有効性と魅力 
	団　士郎・野末　武義・平木　典子

	
	11:10～12:10
	ジェノグラム面接法
	団　士郎

	
	12:10～13:10
	昼　食（各自でお取り願います）

	
	13:10～14:10
	ジェノグラム面接法（続き)
	団　士郎

	
	14:20～16:20
	カップルセラピーの基礎理論
	野末　武義

	
	16:20～17:00
	全体での質疑応答
	団　士郎・野末　武義・平木　典子

	７月
８日(日)
	 9:30～12:00
	カップル面接の実習（野末　武義）／ジェノグラムから見立てる（団　士郎）
(２クラスに分かれて実習をします)

	
	12:00～13:00
	昼　食（各自でお取り願います）

	
	13:00～15:30
	ジェノグラムから見立てる（団　士郎）／カップル面接の実習（野末　武義）
(２クラスに分かれて実習をします)

	
	15:40～16:30
	対談と質疑応答(全体で)
	団　士郎・野末　武義・平木　典子



	１
	７月７日（平木先生）
家族療法の有効性
と魅力
	· 家族療法の視点やシステム論の見方についてよくわかった。原因探しではなく、関わり方を変えるという考え方はとても有効だと思うし、今の仕事でも活かしたいと思った。
· 家族療法の土台となる考え方等を３人の先生方の言葉で聴くことができ面白かった。
· 家族療法について今後本格的に勉強をしてみたいと強く感じました。

	２

	７月７日（団先生）
ジェノグラム面接法
	· 理論や技法を教科書的に語るのではなく、ご自分の言葉でお話しくださったのが良かった。先生の立ち振舞いもからも言葉では語り切れない多くのものを私たちに伝達してくださっている感じが伝わってきた。１０の言葉よりも１の行動（振舞い）から伝わるものの大きさを感じた。
· ジェノグラムからとは何か、どういう必要性、有効性があるのか、初めてでしたが、よくわかった。団先生の語りがとても親しみやすくわかりやすかった。
· ジェノグラムが家族構成の把握だけでなく目の前にいる家族を理解しましょうと思うこちらの姿勢や理解していますといった表現方法にもなりうることを知り目からウロコといった印象だった。一緒に描いていくという点も「やってもいいのか」と驚いた。

	３
	７月７日（野末先生）
カップルセラピーの
基礎理論
	· 家族療法を学ぶ前にカップルや日本の家族について学ばなければと痛感した。
· 仕事がらか、母子を通して夫に登場してもらうことが多いです。ただ。問題意識があって登場することが少なくいかに時間を作り、また、夫にどう面接をすると有効か、具体的に話していただきイメージがしやすくすぐに実践できそうだった。
· セラピストが男女差があることによって起こる影響について感じることができた。

	４
	７月８日（野末先生）
カップル面接の実習

	· とても良かった。前日の講義がよりよくわかった気がする。演習後の質問コーナーで先生の解答がわかりやすくとても為になった。
· ロールプレイの中でカップルセラピーの難しさ、来談者の心の動きを体験でき、とても印象的な時間だった。今後の面接に大変参考になった。
· クライアントから面接についてのフィードバックを受けるという経験が新鮮でした。クライアントの“責められている感”への配慮の必要性を痛感いたしました。

	５
	７月８日（団先生）
ジェノグラムから
見立てる
	· ジェノグラムから見たてることの有効性と危険性、両方が体験的にわかってよかった。
· ジェノグラムから未来を予想し予防的にかかわる必要性を感じた。
· 家族はそれぞれに違う、こうあるべきというものはない、問題の解決もそれぞれの家族によって違ってよい、解決法の選択の問題であるということがよくわかった。

	６
	対談と質疑応答

	· いろいろと示唆深いお話がきけてとても勉強になった。
· 質問の答え以上に広げて回答していただき理解が深まった。
· 全講師の質問時間を最後にきちんととっていただき受講生からも参考になることが大変あった。

	
	講座全体
	· 目の前にいる家族、クライアントに少しでもよい変化を起こすにはどうしたら良いかという視点を持つことを学びました。
· ロールプレイや実習で体験できたことが大変良かった。実際の家族に関わっていくときに混乱してしまいそうになる時は今回の研修資料を見て参考にしたいと思う。
· 今回の家族療法入門はどんな領域でも活用できると思った。


Q&A
Q:ｄｓｌｍｌｄｆｍ；ｌｄｍｂ；ｇｍｂ；ｇｌｂ；
A:ｆｌｇｍ；ｌｄｂｋ；ｌｂ、：；ｄ：ｖｆ、：ｄｆ：
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(敬称略)





近年、家族は、子どもの心身の問題、親子間の深刻な葛藤、夫婦の不和など、様々な問題を通して危機を訴えており、多くの人たちが心理的援助を求めています。それに伴い、これまでのように個人としてだけでなく、親子、夫婦でというように、さまざまな組み合わせで心理療法を求めるようになりました。


家族療法は、こうした問題に対して、一人ひとりのメンバーの心理的側面や家族メンバー同士の相互影響関係に注目しつつ、家族の成長を促進し、問題を解決するアプローチです。この研修では、家族関係の理解を深めるために、「ジェノグラム（家族関係図）による家族理解」と「カップル（両親）のコミュニケーションと葛藤への介入」をテーマに、家族療法独特の魅力とアプローチについて、実習を交えながら学んでいただきます。　　　　　　　 　　　　　　　　　【平木　典子】





家族療法は、こうした問題に対して、一人ひとりのメンバーの心理的側面や家族メンバー同士の相互影響関係に注目しつつ、家族の成長を促進し、問題を解決するアプローチです。この研修では、家族関係の理解を深めるために、「ジェノグラム（家族関係図）による家族理解」と「カップル（両親）のコミュニケーションと葛藤への介入」をテーマに、家族療法独特の魅力とアプローチについて、実習を交えながら学んでいただきます。　　　　　　　 　　　　　　　　　【平木　典子】





※臨床心理士資格更新のための研修ワークショップとしての要件が満たされた場合、臨床心理士資格認定協会へ申請いたします。








